
第１回定例会

主な内容 ２・３面…代表質問 ３・４面…一般質問 ５～７面…予算特集 ８面…可決された議案ほか
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平
成
２９
年
度
予
算
が
成
立

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
促
進
を

求
め
る
意
見
書
な
ど
を
可
決

今
回
の
定
例
会
で
は
、
区
長
の

所
信
表
明
を
受
け
、
５
会
派
か
ら

の
代
表
質
問
と
、
７
名
の
議
員
か

ら
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
２９
年
度
葛
飾
区
一

般
会
計
予
算
を
は
じ
め
と
す
る
区

長
提
出
議
案
な
ど
３０
件
と
、
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
促
進
を
求

め
る
意
見
書
な
ど
、
議
員
提
出
議

案
３
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

上千葉砂原公園

可
決
さ
れ
た
意
見
書
（
要
旨
）

今
回
の
定
例
会
で
は
次
の
意
見
書
２
件
を
可
決
し
、
関
係
機
関
に
送
付
し
ま
し
た
。

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

国
は
、
昨
年
３
月
に
「
水
素
・
燃
料
電
池
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
改
訂
し
、
水
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
新
た
な
目
標

や
取
り
組
み
の
具
体
化
を
示
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
燃
料
電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
の
普
及
台
数
目
標
は
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
約
８０
万
台
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
目
標
は
、
２
０
２
５
年
度
ま
で
に
約
３２０
箇
所
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

２
０
３
０
年
時
点
に
お
け
る
Ｆ
Ｃ
Ｖ
普
及
台
数
の
目
標
を
達
成
す
る
に
は
、
全
体
で
９００
基
程
度
の
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必

要
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
実
現
に
は
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
に
お
け
る
相
当
な
加
速
化
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
に

関
し
、
国
で
は
燃
料
電
池
自
動
車
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
関
す
る
規
制
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
が
、
全
国
に
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
拡
大
を
推
進
す
る
に
は
、
事
業
者
に
よ
る
一
層
の
技
術
開
発
等
の
努
力
に
加
え
、
国
に
お
い
て
も
さ
ら

な
る
規
制
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
海
外
で
は
一
般
的
と
な
っ
て
い
る
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

用
蓄
圧
器
に
複
合
圧
力
容
器
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
で
も
よ
う
や
く
認
め
ら
れ
た
と
は
い
え
、
高
価
な
炭
素
繊
維
の

使
用
は
、
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
コ

ス
ト
の
低
減
や
、
蓄
圧
器
材
料
に
安
価
な
ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
等
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
次
の
と
お
り
一
層

の
規
制
緩
和
を
強
く
求
め
る
。
①
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
セ
ル
フ
充
填
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
基
準
整
備
を
行
う
こ

と
。
②
他
国
で
の
使
用
実
績
を
考
慮
し
て
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用
蓄
圧
器
の
使
用
可
能
鋼
材
を
拡
大
す
る
こ
と
。

無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ⅰ－

Ｆ
ⅰ
）
環
境
の
整
備
促
進
を
求
め
る
意
見
書

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
に
向
け
て
、
通
信
環
境
の
整
備
、
と
り
わ
け
無
料
公
衆
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ
ⅰ－

Ｆ
ⅰ
）
環
境
の
整
備
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
２６
年
度
に
観
光
庁
が
行
っ
た
「
訪
日

外
国
人
旅
行
者
の
国
内
に
お
け
る
受
入
環
境
整
備
に
関
す
る
現
状
調
査
」
の
結
果
に
よ
る
と
、
旅
行
中
で
最
も
困
っ
た
こ
と

と
し
て
、
Ｗ
ⅰ－

Ｆ
ⅰ
環
境
に
関
し
て
が
３０
・
２
％
と
最
も
高
く
、
特
に
公
共
施
設
や
観
光
施
設
に
お
け
る
Ｗ
ⅰ－

Ｆ
ⅰ
環

境
の
普
及
や
利
用
手
続
き
の
簡
便
性
の
面
で
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、
政
府
は
防
災
の
観
点
か
ら
、

２
０
２
０
年
ま
で
に
約
３
万
箇
所
の
Ｗ
ⅰ－

Ｆ
ⅰ
環
境
の
整
備
を
目
指
し
て
お
り
、
ま
た
空
港
や
駅
、
鉄
道
、
宿
泊
施
設
な

ど
、
人
が
多
く
出
入
り
す
る
場
所
に
は
、
民
間
で
の
設
置
を
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
Ｗ
ⅰ－

Ｆ
ⅰ
環
境
の
整
備

促
進
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
増
加
だ
け
で
な
く
、
防
災
拠
点
と
な
る
公
共
施
設
等
の
災
害
時
に
お
け
る
通
信
手
段

の
確
保
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
か
ら
、
本
区
議
会
は
政
府
に
対
し
、
次
の
項
目
の
実
施
に
つ
い
て
強
く
求
め
る
。
①
鉄

道
、
バ
ス
等
の
公
共
交
通
機
関
や
ホ
テ
ル
、
旅
館
等
の
宿
泊
施
設
な
ど
の
民
間
施
設
に
対
す
る
Ｗ
ⅰ－

Ｆ
ⅰ
環
境
の
整
備
支

援
事
業
を
一
層
拡
充
す
る
こ
と
。
②
日
本
遺
産
、
国
立
公
園
等
の
観
光
拠
点
や
観
光
案
内
所
に
お
け
る
Ｗ
ⅰ－

Ｆ
ⅰ
環
境
の

整
備
を
一
層
促
進
し
、
観
光
地
の
機
能
向
上
や
利
便
性
向
上
を
図
る
こ
と
。
③
防
災
の
観
点
か
ら
、
避
難
所
・
避
難
場
所
で

あ
る
学
校
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
等
の
防
災
拠
点
や
、
博
物
館
、
自
然
公
園
等
の
被
災
場
所
と
し
て
想
定
さ
れ
る
公
的

拠
点
へ
の
Ｗ
ⅰ－
Ｆ
ⅰ
環
境
の
整
備
を
行
う
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
財
政
的
支
援
措
置
を
導
入
す
る
こ
と
。

政治家の寄附は、禁止されています。また、暑中見舞等時候の挨拶状
（答礼のための自筆のものを除く。）を出すことも禁止されています。
議員等政治家が、お祭り、親睦旅行会、会合などの行事に寄附や差し入れ等をしたり、お祝い金（出産・新築等）、贈り
物（お中元・お歳暮等）をすることは、公職選挙法により罰則をもって禁止されており、要求した人も罰せられます。

本会議（議案の付託等）
予算審査特別委員会
常任委員会（保健福祉、建設環境、文教、総務）
議会運営委員会
本会議（代表質問・一般質問）
本会議（一般質問、議案の議決等）
予算審査特別委員会
常任委員会（保健福祉、建設環境、文教、総務）
特別委員会（地方分権・行革、危機管理対
策、都市基盤整備）
議会運営委員会
本会議（議案の付託・議決等）
常任委員会（保健福祉）
議会運営委員会

２月 １５日

１６・１７・２１日
２２日
２３日
２４日

３月 １～７・９日
１０～１５日

１６・２１・２２日

２４日

２７日
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